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ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的
な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項と
して明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。
本資料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって
生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの
情報は、今後予告なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署
にお問い合わせください。
本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。
本資料に記載された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、
或いは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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NSジンコート®

当社の電気亜鉛めっき鋼板であるNSジンコートは、各種電気機器・事務
機器・鋼製家具をはじめ、自動車・建材・車両用部材など、あらゆる分野に
ご使用頂いております。
本カタログを参考に、用途に適したNSジンコートをお選び頂き、今後とも
一層のご愛用をお願いいたします。

20/20、10/10、・・・・熱延

NSEHC

NSEH270D

NSEH270E

—

一般用

一般加工用

絞り加工用

超深絞り用

一般用

加工用

ハイテン

亜鉛（Zn）冷延

NSECC

NSEC270D

NSEC270E

NSEC270F
NSEC270G

NSEC340R

NSEC390R

NSEC440R

表面処理

表面処理

亜鉛めっき

亜鉛めっき

鋼板

表面処理

有機

無機

ボンデ処理

QS1、QF1

QM

QR
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酸素吹込

転 炉銑 鉄
連続鋳造

石灰石

焼結工場鉄鉱石 

石 炭 コークス工場 高炉

連続熱間圧延機 酸洗ライン

冷延コイル

酸洗コイル

シート製品

冷間圧延機

溶接機 洗浄タンク めっき槽 後処理 乾燥 剪断機

連続焼鈍ライン

加 熱

コイル製品

二次精錬

東日本製鉄所　
君津地区

瀬戸内製鉄所　
広畑地区

製造工程 製造箇所
母材コイルの製造工程

1. 洗浄工程
 冷延鋼板または熱延鋼板を脱脂・酸洗し清浄な原板とします。
2. 電気めっき工程
 電気めっきにより薄く均一な亜鉛めっきを施します。
3. 後処理工程
 必要に応じ後処理を施します。

電気めっきライン

2 3



種類（JIS規格）

種類（日本製鉄規格）

冷延原板

冷延原板

めっき付着量

化成処理

熱延原板

熱延原板

種類

一般用

絞り用
深絞り用

絞り加工用高強度

種類
一般用
絞り用

非時効性　深絞り用

非時効性　超深絞り用

自動車加工用高強度

焼付硬化型

絞り加工用高強度

深絞り加工用高強度

低降伏比型高強度

種類
一般用
絞り用

深絞り用

高強度

種類
一般用
絞り用

深絞り用

高強度

規格記号
SECC
SECCT
SECD
SECE 
SEFC340
SEFC390
SEFC440

表示厚さ（mm）
0.4≦t≦3.2
0.4≦t≦3.2
0.4≦t≦3.2
0.4≦t≦3.2
0.6≦t≦2.3
0.6≦t≦2.3
0.6≦t≦2.3

規格記号
NSECC
NSEC270D
NSEC270E 
NSEC270F
NSEC270G 
NSEC390N
NSEC440N
NSEC490N
NSEC540N
NSEC590N
NSEC340BH
NSEC340R
NSEC390R
NSEC440R
NSEC340E
NSEC390E
NSEC440E
NSEC490D
NSEC540D
NSEC590D
NSEC780D
NSEC980D
NSEC1180D

規格記号
NSEHC
NSEH270D
NSEH270E
NSEH400
NSEH440

規格記号
SEHC
SEHD
SEHE
SEPH400
SEPH440

表示厚さ（mm）
1.6≦t≦4.5
1.6≦t≦4.5
1.6≦t≦4.5
1.6≦t≦4.5
1.6≦t≦4.5

原板

熱延

規　格

備考： 1 SECC、SECDおよびSECEについて左表以外
の表示厚さを協定することができます。

 2 SECCの調質区分の記号は表aによります。
＊：	等厚めっきの場合

表a 調質区分
調質区分
標準調質
1/8硬質
1/4硬質
1/2硬質
硬質

調質記号
S
8
4
2
1

（参考）亜鉛標準付着量
（片面）g/m2

亜鉛最小付着量＊

（片面）g/m2
亜鉛の片面付着量表示記号

10
20
30
40

8.5
17.0
25.5
34.0

日本製鉄販売品規格
10
20
30
40

JIS規格
E8
E16
E24
E32

化成処理の種類 記号 （参考）商品名
無処理 M

NSジンコート
（ZINKOTE）

耐指紋処理標準 QS1
耐指紋処理厚膜型（高耐食性） QF1
耐指紋処理良摺動型 QFK
無機系皮膜型 QM
潤滑処理型標準 QFL
クロメートフリーりん酸塩処理 QR

有色塗装処理
ブラック　耐疵付き性　向上型 KJ2
シルバー　耐疵付き性　向上型 SJ2
ホワイト　スタンダード型 HJ1

NSジンコートカラー

( ZINKOTE )COLOR
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機械的性質（JIS G 3313）

機械的性質（日本製鉄規格）

冷延原板

冷延原板

熱延原板

J
I
S
 5
号
圧
延
方
向
に
直
角

熱延原板

32以上
30以上

—
33以上
35以上

31以上
29以上

—
32以上
33以上

34以上
32以上

—
35以上
37以上

35以上
33以上

—
39以上
41以上

試験片

試験片

伸び　％

伸び　％

表示厚さ
1.6mm以上
2.0mm未満

表示厚さ
1.6mm以上
2.0mm未満

表示厚さ
2.0mm以上
2.5mm未満

表示厚さ
2.0mm以上
2.5mm未満

表示厚さ
2.5mm以上
3.2mm未満

表示厚さ
2.5mm以上
3.2mm未満

表示厚さ
3.2mm

表示厚さ
3.2mm

NSEH400
NSEH440

NSEHC
NSEH270D
NSEH270E

1.6~3.2
1.6~3.2

1.4~3.2
1.6~3.2
1.6~3.2

225以上
305以上

400以上
440以上

—
270以上
270以上

降伏点
N/mm2

高強度

普通鋼
（軟鋼板）

引張強さ
N/mm2

引張強さ
N/mm2

規格記号

規格記号

適用板厚
mm

適用板厚
mm

種類

種類

規　格

（36以上）
36以上
38以上
40以上
30以上
26以上
23以上
20以上
17以上
24以上
21以上
18以上
13以上

6以上
34以上

—
40以上
42以上
45以上
47以上

30以上
26以上
23以上
20以上
17以上
34以上
31以上
29以上
34以上
31以上
29以上
35以上
27以上
25以上
17以上
12以上

－
－29以上

33以上
35以上
23以上
22以上
20以上
34以上
33以上
32以上
30以上

（34以上）
34以上
36以上
38以上

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

—
38以上
40以上

—
—

28以上
24以上

－
－
－

32以上
29以上
27以上

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

30以上
－
－
－
－
－
－29以上

32以上
33以上
22以上
21以上
19以上
33以上
32以上
31以上
29以上

（37以上）
37以上
39以上
41以上
31以上
27以上
24以上
21以上
18以上
25以上
22以上
19以上
14以上
7以上

35以上

—
42以上
44以上
46以上
48以上

30以上
26以上
23以上
20以上
17以上
35以上
32以上
30以上
35以上
32以上
30以上
35以上

18以上
13以上
9以上

29以上
35以上
37以上
24以上
23以上
21以上
36以上
35以上
34以上
32以上

（38以上）
38以上
40以上
42以上
31以上
27以上
24以上
21以上
18以上
25以上
22以上
19以上
14以上
7以上

35以上

—
43以上
45以上
47以上
49以上

31以上
27以上
24以上
21以上
18以上
36以上
33以上
30以上
36以上
33以上
30以上
36以上

19以上
14以上
10以上

28以上
26以上

6以上
12以上

8以上

32以上
28以上
24以上
21以上
18以上
38以上
35以上
31以上
38以上
35以上
32以上
38以上
29以上
27以上
21以上
16以上

29以上
35以上
37以上
24以上
23以上
21以上
38以上
36以上
35以上
33以上

（38以上）
38以上
40以上
42以上

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

—
44以上
46以上
48以上
50以上

31以上
27以上
24以上
21以上
18以上
37以上
34以上
31以上
37以上
34以上
31以上
37以上
29以上
27以上
20以上
15以上
11以上
7以上

33以上
29以上
25以上
22以上
19以上
39以上
36以上
32以上
39以上
36以上
33以上
39以上
29以上
27以上
21以上
16以上

31以上
37以上
39以上
25以上
24以上
22以上
38以上
36以上
35以上
33以上

（39以上）
39以上
41以上
43以上

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

31以上
39以上
41以上
25以上
24以上
22以上
40以上
37以上
36以上
34以上

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

30以上

試験片

試験片

試験片

伸び　％

伸び　％

伸び　％

伸び　％

JIS
5号
圧延
方向

JIS5号
圧延方向

JIS5号
圧延方向

JIS5号
圧延方向

JIS 5号
圧延方向

JIS 5号
圧延方向

JIS 5号
圧延方向
に直角

表示厚さ
0.4mm

以上
0.6mm

未満

表示厚さ
0.40mm

以上
0.60mm

未満

表示厚さ
0.40mm

以上
0.60mm

未満

表示厚さ
1.6mm

以上
2.0mm

未満

表示厚さ
0.6mm

以上
1.0mm

未満

表示厚さ
0.60mm

以上
1.0mm

未満

表示厚さ
0.60mm

以上
1.0mm

未満

表示厚さ
2.0mm

以上
2.5mm

未満

表示厚さ
1.0mm

以上
1.6mm

未満

表示厚さ
1.0mm

以上
1.6mm

未満

表示厚さ
0.80mm

以上
1.0mm

未満

表示厚さ
2.5mm

以上
3.15mm

未満

表示厚さ
1.6mm

以上
2.3mm

未満

表示厚さ
1.6mm

以上
2.3mm

未満

表示厚さ
1.0mm

以上
1.2mm

未満

表示厚さ
1.6mm

以上
2.0mm

未満

表示厚さ
3.15mm

以上
3.2mm

未満

表示厚さ
2.3mm

以上
2.5mm

未満

表示厚さ
2.3mm

以上

表示厚さ
1.2mm

以上
1.6mm

未満

表示厚さ
2.0mm

以上
2.3mm

以下

表示厚さ
3.2mm

以上
4.0mm

未満

表示厚さ
2.5mm

以上

表示厚さ
4.0mm

以上
4.5mm

以下

SECC
SECCT
SECD
SECE
SEFC390
SEFC440
SEFC490
SEFC540
SEFC590
SEFC490Y
SEFC540Y
SEFC590Y
SEFC780Y
SEFC980Y
SEFC340H

NSECC
NSEC270D
NSEC270E
NSEC270F
NSEC270G

一般用
絞り用

非時効性 深絞り用

非時効性 超深絞り用

NSEC390N
NSEC440N
NSEC490N
NSEC540N
NSEC590N
NSEC340R
NSEC390R
NSEC440R
NSEC340E
NSEC390E
NSEC440E
NSEC340BH
NSEC490D
NSEC540D
NSEC590D
NSEC780D
NSEC980D
NSEC1180D

0.3 ～ 3.2
0.4 ～ 2.6
0.4 ～ 2.6
0.6 ～ 2.3
0.6 ～ 2.3

0.4～2.3
0.4～2.3
0.6～2.3
0.6～2.3
0.6～2.3
0.4～2.3
0.4～2.3
0.4～2.3
0.6～2.3
0.6～2.3
0.6～2.3
0.4～2.3
0.6～2.3
0.6～2.3
0.6～2.3
0.6～2.3
0.8～2.3
0.8～2.3SEHC

SEHD
SEHE
SEFH490
SEFH540
SEFH590
SEPH310
SEPH370
SEPH400
SEPH440

—
—
—
—

235以上
265以上
295以上
325以上
355以上
225以上
245以上
265以上
365以下
490以下
185以下

—
(195以下)
(185以下)
(175以下)
(175以下)

235以上
275以上
315以上
355以上
390以上
185以上
225以上
265以上
165以上
205以上
240以上
195以上
335以下
375以下
410以下
645以下
(885以下)

（1130以下）—
—
—

325以上
355以上
420以上

（185以上）
225以上
255以上
305以上

（270以上）
270以上
270以上
270以上
390以上
440以上
490以上
540以上
590以上
490以上
540以上
590以上
780以上
980以上
340以上

—
270以上
270以上
270以上
270以上

390以上
440以上
490以上
540以上
590以上
340以上
390以上
440以上
340以上
390以上
440以上
340以上
490以上
540以上
590以上
780以上
980以上
1180以上270以上

270以上
270以上
490以上
540以上
590以上
310以上
370以上
400以上
440以上

降伏点
N/mm2

降伏点
N/mm2

降伏点
N/mm2

降伏点
N/mm2

塗装
焼付

硬化量
N/mm2

一般用

絞り用
深絞り用

焼付硬化型

一般加工用
高強度

絞り加工用
高強度

深絞り加工用
高強度

焼付硬化型

低降伏比型
高強度

一般用
絞り用

深絞り用

390N級
440N級
490N級
540N級
590N級
490N級
540N級
590N級
780N級
980N級

加工用
高強度

低降伏比型
高強度

引張強さ
N/mm2

引張強さ
N/mm2

引張強さ
N/mm2

BH
N/mm2

引張強さ
N/mm2

規格記号

規格記号

規格記号

適用板厚
mm

適用板厚
mm

規格記号

種類

種類

種類

種類

備考：	1	（　）内は参考値です。

備考：	1	（　）内は参考値です。

J
I
S
 5
号
圧
延
方
向
に
直
角

試
験
片

加工用

高強度
一般加工用

490N級
540N級
590N級
310N級
370N級
400N級
440N級
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サイズ
冷延原板 熱延原板

製造可能範囲
板
厚（
m
m
）

板幅（mm）

一般用、絞り用、深絞り用
超深絞り用、超々深絞り用

（1650、1.6）

（1550、2.0）

（1600、0.6）

（600、0.4） （1524、0.4）

700500 900 1100 1300 1500 1700
0.0
0.2
0.4
0.6

0.8
1.0
1.2

1.4
1.6

1.8

2.0
2.2
2.4

2.6
2.8
3.0
3.2

3.4

板
厚（
m
m
）

板幅（mm）

一般用、絞り用、深絞り用
高強度一般用 400N、440N

700500 900 1100 1300 1500 1700
0.0
0.2
0.4
0.6

0.8
1.0
1.2

1.4
1.6

1.8

2.0
2.2
2.4

2.6
2.8
3.0
3.2

3.4

（1450、2.3）（600、2.3）

（610、2.3）

（610、0.4）
（1580、0.6）

（1650、0.8）

（1650、0.7）

（1175、0.4）
（1300、0.5）

（1600、0.7）

（1550、1.6）（600、1.6）

（1524、1.8）

（1350、2.1）

（1350、2.3）

（1100、2.6）（600、2.6）

（600、3.2） （11524、3.2）

板
厚（
m
m
）

板幅（mm）

焼付硬化型 340N、絞り加工用高強度340N
絞り加工用高強度 390N、440N
一般加工用高強度 390N、440N

700500 900 1100 1300 1500 1700
0.0
0.2
0.4
0.6

0.8
1.0
1.2

1.4
1.6

1.8

2.0
2.2
2.4

2.6
2.8
3.0
3.2

3.4

（1450、2.3）（600、2.3）

（600、0.5）

（1650、0.8）

（1550、0.6）
（1650、0.7）

（600、0.4） （1524、0.4）（1175、0.4）

（650、0.4）

（600、0.48）

（1650、1.6）

（1600、1.6）

（1524、1.8）

（1450、2.0）

（1250、2.3）

（1650、1.4）

（1550、2.0）

（1524、0.48）

特　性
めっきの保護効果
● 鋼板表面の腐食を抑制します。
● 切断端面・疵部など、めっきが施されていない鉄の地肌が 

露出している部分なども保護する犠牲防食機能を有します。

「NSジンコート」シリーズの主な特徴
「NSジンコート」は、様々なクロメートフリー特殊皮膜をコーティングすることで、用途にあった特性を持たせることができます。

めっきのメカニズム

「NSジンコート」の主な特性
●耐食性　●潤滑性　●導電性　●スポット溶接性　●耐熱性　●耐アルカリ性　●耐溶剤性　●耐指紋性　●塗装密着性　

クロメートフリー処理皮膜の防食機構
●皮膜の構成と機能

保護皮膜

めっき層

保護皮膜

めっき層

鉄 鉄

保護皮膜

めっき層

鉄

犠牲防食効果

❶ めっき層は保護皮膜を形成
して、耐食性を維持します。

❷ 疵部など、鉄の地肌が露出した部分では、周辺部のめっき成分
が溶け出して保護皮膜を形成し、露出部分を覆います。

クロメート皮膜の作用 ●バリア効果
●自己修復機能

腐食抑制剤含有の特殊皮膜で同等の効果

皮膜に疵が付くと、水溶性の六価クロムが溶け出して皮膜を
修復する「自己修復機能」を持つ。

 クロメートフリー皮膜の防錆機構
クロメート皮膜の特長である「バリア効果」「自己修復機能」「塗
装密着性」を代替できる物質を選定し、特殊皮膜でクロメート
フリーを実現。 

③塗装
 密着性

塗膜

加工部・疵部

亜鉛めっき層

鋼板

②腐食抑制
作用

①腐食因子の遮断

腐食因子
H2O O2

特殊皮膜
腐食抑制剤

を含有

用途（例）
薄型テレビ

複写機・プリンター

適用部材
シャーシ、各種部品

各種部品

「NSジンコート」が利用される主な最終製品

亜鉛めっき鋼板を○○に例えると？！～

高機能な家電・OA機器で使用される「NSジンコート」
日本製鉄の「NSジンコート」は、薄型テレビや複写機・プリンター
などの機器で使用されているクロメートフリー電気亜鉛めっき鋼
板です。

みんな大好きな“お寿司”。
亜鉛めっき鋼板って、
実はその“お寿司”に似ているんです？！
亜鉛めっき鋼板は、
“鋼”＋“めっき”＋“表面処理”で構成されています。
これをそのまま“お寿司”に当てはめてみますと…

“鋼”は“シャリ”の部分です。
“大きめ”から“小さめ”、“もっちり”から“しゃっきり”と、
お好みに併せて様々なメニューが用意されています。
また、“銘柄・酢の量（≒成分）”や“炊きかた・握りかた
（≒製造方法）”などの工夫によって、いろいろな味を
楽しむことができます。

“めっき”は“ネタ”に当たります。
“厚み”を調整することで、
味わい（≒全体的な仕上がり感）が変化します。
更に、隠し味として“ワサビ”を加える（合金化する）
ことでサビにくさを生み出すこともできます。

“表面処理”は“ムラサキ”（タレ）の類で
しょうか？
“甘め”から“辛め”、“さっぱり系”から“しっかり系”な
どいろいろな種類があります。
隠し味ではあるものの、
実はとっても大切な役割を担っているのです。

・・・ほら、意外と「確かに！」って感じでしょ？
（違うのは、裏面にも“ネタ”と“ムラサキ”が載っている
ことぐらいでしょうか？　ホンモノの“お寿司”だと、食
べにくくってしょうがないでしょうケドね）
さて、次は、どんな“お寿司”を
お召し上がりに
なりますか？

ネタネタ
めっきめっき

ムラサキムラサキ
表面処理表面処理

ネタ
めっき

シャリ
鋼

ムラサキ
表面処理
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ご使用上の注意

 ＊推奨油　脱脂剤の一例

油

脱脂

速乾油
プレス油
タップ油

水系弱アルカリ

G-6231F（日本工作油製）
PG-3080（日本工作油製）
G-6318KX（日本工作油製）
ファインクリーナー（FC）4326
（日本パーカライジング社製）

ファインクリーナー（FC）2000系
（日本パーカライジング社製）

サーフクリーナー75N-INF
（日本ペイント社製）

保管・荷役

① 荷役・保管中の水漏れは、錆の原因になります。雨中荷役、
潮濡れ、結露は厳重に注意してください。また高湿度、亜
硫酸ガス雰囲気での保管も好ましくありません。乾燥した清
浄な屋内保管をお奨めします。

② 梱包紙の破損は、補修するようお願いします。

● NSジンコート鋼板はクロメート鋼板に比べ摩擦係数が低く、
滑りやすい特性を有します。コイルの転倒、転がり、シート
の荷崩れにご注意ください。

● コイルの転倒、転がり、シートの荷崩れが起きますと非常に
危険です。

● 保管時などは、コイルの転倒、転がり、シートの荷崩れ等
が起きないように、安定した状態を確保してください。

取り扱い

① 鋼板表面を有機溶剤で擦る場合、表面の有機皮膜が摩耗あ
るいは剥離することがありますのでご注意ください。

② 油などの異物付着による汚れは塗装性能を妨げることがあり
ますのでご注意ください。

加　工

① 加工度が厳しい場合には皮膜が破壊することがありますの
でご使用に先立ちご確認ください。

② プレス加工の際、潤滑油で極圧添加剤を使用したものには
表面皮膜およびベースメタルを溶解・腐食するものがありま
す。ご使用に先立ちご確認ください。なお、当カタログに
記載した潤滑油のご使用をお奨めします＊。

 加工の際甚しい表面層損傷は塗装性、耐食性に悪影響を生
じます。

 注　意
● コイルを使用するために、コイル状態を保持してい
るフープ（バンド）を取り外す（切断する）場合は、コイ
ル端部が跳ね上がらないように、コイル端部がコイ
ルの真下の状態で行うか、または、コイル端部が跳
ね上がり、急激にコイルが外側に拡がっても安全か
つ問題のない場所で作業してください。

● コイルはまっすぐに伸びた板をコイル状に巻いたもの
ですので、結束フープなどコイルの状態を保持する
外力がなくなり、コイル端部が自由な状態になりま
すと、まっすぐな状態に戻ろうとし、跳ね上がりま
す。また、さらに、その結果コイルの巻きが緩くなり、
急激にコイルが外側に拡がる場合があります。

 その際、そのコイル近辺の人・物等を損傷する可能
性があります。

溶接・ろう付

① 抵抗溶接においては、電極の汚損を生じますので、適切な
手入れや取り替えが必要です。シーム溶接の場合、ナール駆
動方式を採用すれば電極寿命を長くすることができます。

② 溶接の際、酸化亜鉛を主成分とするヒュームが発生します。
 その影響は、亜鉛目付量や作業環境によって異りますが、
換気通風の良い場所での作業をお奨めします。

③ ろう付作業においては、銀ろう等の高温ろう付は避けてくだ
さい。亜鉛合金の結晶粒界滲透が起り、脆性破壊を生ずる
ことがあります。

表面処理鋼板は、取り扱い使用方法が適切でないと、その特長を十分に活かせません
ので、ご使用の際には次の点にご留意ください。

脱　脂

① 脱脂には、弱アルカリタイプ＊、有機溶剤脱脂およびノニ
オンタイプ中性洗剤をお奨めします。脱脂剤の中には、強
アルカリタイプ等皮膜を溶解するもの、亜鉛を腐食するも
のもありますので、ご使用に先立ちご確認ください。

② 脱脂時の温度が高い（60˚C以上）場合や、超音波洗浄にも
皮膜に損傷を与える場合がありますので十分な確認をお願
いいたします。

③ 脱脂後は十分乾燥を行ってください。乾燥不十分な状態で
取り扱いますと皮膜が剥離することがあります。

④ アルカリイオン洗浄については、洗浄水中の残油分が皮膜
に悪影響を与える場合がありますので、ご使用に先立ちご
確認ください。

時　効

一般に鋼板は時間の経過とともに、材質が劣化する傾向を有しま
す。
すなわち、加工性の劣化、ストレッチャーストレイン、腰折れの発
生がそれです。これを防ぐには、できるだけ早い時期のご使用を
お奨めします。なお、耐時効性のある規格をお選びになればその
ご心配はありません。

その他

① NSジンコート鋼板は皮膜を有するため高温状態に長時間晒
されるような使用に際しては事前にご確認ください。

② 酸および強アルカリへの適用はお避けください。（化成処理
のような塗装下地処理としてのリン酸亜鉛処理などは、酸性
度が高く、皮膜が溶解する場合があります。）

③ 粘着力の高いテープを使用すると皮膜が剥離する場合があ
ります。
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検査票 
（内包）

検査票 （内包）

シールプロテクター

シール
プロテクター

横スキッド縦スキッド

フープシール

シール

当金 フープ

フープ

フープ

製品

製品 梱包ラベル
梱包ラベル

梱包紙

梱包紙

切板例 コイル例

梱包例

梱包ラベル例

検査票例

梱包および表示
製品は、製造後使用されるまでの間の通常の取り扱い、保管条件に対して損
傷を防ぐため梱包して出荷されます。梱包外装には、梱包ラベルを貼付して
製品内容を表示しています。さらに、現品にはその製品内容を保証する検査
票を封入しています。
　製品お受け取り後の現品確認には、これらをご利用ください。これらの帳
票記載事項は次の通りです。

注：規格の表示

梱包ラベルおよび検査票
表示項目

商品名
等　級
JIS認証マーク、JIS認証機関、JIS認証番号
規格記号
目付量
寸　法
枚　数
質　量
長　さ
検査番号
コイル番号
需要家名

社名および製造所名

製造月日

タイトル名
梱包ラベル
無表示
無表示
無表示
規　格
目付量
寸　法
枚　数
正味質量
長　さ
検査番号
コイル番号
無表示

無表示

—

検査票
無表示
等　級
無表示
規　格
メツケリョウ
製品寸法
マイスウ
質　量
コイルナガサ
検査番号
コイル番号

—

—

セイゾウガッピ

表示方法

所定の製品名を表示する。
該当材の等級を表示する。
表示対象材のみ表示する。なお、検査票には表示しない。
製品の規格記号を表示する。（注）
目付量表示記号を表示する。
寸法を表示する。
切板材のみ表示する。
契約条件（実貫または算定）により表示する。
算定契約または長さ表示指定のコイルのみ表示する。
梱包単位に表示する。
製造ロットごとに表示する。
需要家名を表示する。
     ○○製鉄所（または地区）
と表示する。
製造月日を表示する。

JIS規格の場合

日本製鉄販売品規格の場合

注：スキンパスの指定がない場合は、表面仕上げ以降の項目が左詰めで表示されます。

1：規格No.
2：規格記号
3：スキンパス記号

1：規格記号
2：スキンパス記号
3：表面仕上記号

4：表面仕上記号
5：表面処理記号
6：塗油記号（無塗油の場合はXと表示）

4：表面処理記号
5：塗油記号（無塗油の場合はXと表示）

JIS G 3313 SECC	 :	 S	 D	 QS1	 X 検査番号

コイル番号

製造年月日

寸　法

規　格 目付量

ｾｲｿﾞｳ　ｶﾞｯﾋﾟ

等級

質量製品寸法

コイル番号

規　格 メツケリョウ

検査番号

検     査     票

○○製鉄所（または地区）

○ ○ 製 鉄 所（または地区）
○ ○ （or Area）

NSジンコート
NSECC:S D QS1 X 20/20

4660610

1 .200    X   1219   X    CO IL
8,450KG

504275990
2019–04–01

NSジンコート

N S E C C : S  D  Q S 1  X 2 0 / 2 0 1

1 . 2 0 0   X  1219     X  C O I L 4 6 6 0 1 08 , 4 5 0 K G

50–4–27–5990 2019–04–01

NSECC	 :	 S	 D	 QS1	 X

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

 ① ② ③ ④ ⑤
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ご注文の手引き
ご注文に際しては、その用途に応じて次の事項をご確認ください。

規　格
加工の過酷さ、加工の方法等に応じて、本カタログ記載の規
格の中から適切な材質をお選びください。

目付量
求められる耐食度、使用条件、加工方法に応じて適正な目付
量をお選びください。

寸　法
鋼板の寸法（板厚・幅・長さ）は材料歩留りの基本条件です。
本カタログ記載の製造可能範囲の中から適切に設計してくだ
さい。
　製造寸法は、板厚は0.05mm刻み、幅・長さは1mm刻みで
ご指定ください。

コイル
コイルか切板かは、切断・加工条件によってお選びください。
　コイルの利用は、材料歩留り向上、作業の連続化、自動化
に有用です。ただしコイルの場合、検査の結果による不良部
分の除去ができないため、若干の不良部分を含むことをご了
承ください。

耳仕上げ
ご使用条件に応じて、ミルエッジかスリットエッジかをご指
定ください。

表面処理
加工後の処理方法、使用条件に応じて、本カタログ記載の表
面処理の中から適切なものをお選びください。

塗　油
表面処理の種類とは独立に防錆油の塗油ありまたは塗油なし
をお選びになれます。中間防錆力向上、取り扱い上の指紋汚
れや傷付きの軽減、プレス加工時の潤滑等のためには、塗油
ありをお選びください。
　なお、無処理材には塗油ありが不可欠です。

梱包質量
荷役能力、作業性によって梱包質量をご指定ください。
　大コイル質量程作業性は改善されます。コイルの場合は、
最大質量（必要なら最小質量も）をご指定ください。

内径、外径
コイルの場合、剪断ライン設備のアンコイラーの仕様に従っ
て内径・外径をご指定ください。
　内径の選択には、板厚によってコイル内径部の腰折れやリー
ルマークの発生を配慮する必要があります。

寸法精度（板厚・幅・長さ）
板厚や幅・長さ等の寸法精度は、本カタログ記載の範囲で製
造しております。
　しかし、製品の使用条件によっては、組立精度、部品精度
等から厳しい材料寸法精度が必要な場合もあります。
　このような要望のある場合は、あらかじめご相談のうえ、
材料に必要な寸法精度を取り決めさせてください。

用途、加工方法 等
ご使用の用途名や加工方法等、できるだけ多くの情報をご提
供ください。
　お客先でのご使用方法、条件を考慮し、より一層適合する
材料設計、品質管理に反映いたします。

MEMO
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